
事業計画全体概要： <大分高専> アグリエンジニアリング教育(研究)の導入

エンジニアの新たな
活躍の場の創出

② アグリエンジニアリング研究の積極的推進
• 収穫作業の自動化 ・ LED照明
• 栽培床土壌管理 ・ 栽培システム

まずは国内問題から
（儲かる農業・輸出産業化をめざす）

国内問題(ミクロ) ＆ 世界的問題(マクロ)

日本農業の課題：①農業従事者の高齢化，
②狭隘な農地，③高コスト・低収益率

農業の工業技術化： 農作業ロボット、
防災管理、農業用各種機械・水揚送システム、
土壌・液肥・ガス・成長管理、センシング技術

① アグリエンジニアリング教育カリキュラムの推進
• 「ものづくり」と「いきものづくり」の違いを体感
的かつ効率的に理解させるには

• エンジニアに必要な農学の素養とは
• 農業現場もエンジニアの働く場であるとの使命感を
持たせるには

• 生物／農学概論／アグリビジネス／実験・実習／見
学など

食糧問題を切り口とした，
新たな「ローカルにして
グローバルな視点を持っ
たエンジニア」の育成

科学技術
の発展

広い視野，いつくしみ
の心の涵養

食糧問題

KOSEN4.0イニシアティブ

⇒「アグリエンジニアリ
ング教育（研究）
の導入」

第４期目標達成期間

高専改革推進事業
⇒「アグリエンジニアリング

教育の継続的調査と具体
化への取り組み」

県内自治体との包括協定
⇒「七島藺（しちとうい）」

プロジェクト，学会表彰

H25

H26
H27

H29

大分高専
学習・教育目標

◆ 愛の精神
世界平和に貢献できる技術者
に必要な豊かな教養，自ら考
える力，いつくしみの心を身
につける
◆ 専門工学活用
専門工学の知識を修得してそ
の相互関連性を理解し，これ

を活用する力を身に
つける

・「国東（くにさき）七島藺全自動織機」に関
する産官学活動の成功

・ 九州工業教育協会による表彰（機械工学科
教員チーム）

「農工連携教育」具体化の準備H28

アグリエンジニア
リング教育（研究）

【農業:いきものづくり】【工業:ものづくり】

H30

・工業製品や情報シ
ステムの輸出
・生体メカニズムに
よる新技術の創出

・ 大分、都城、鹿児島の３高専で検討
・ アグリエンジニアリング教育を導入し、農
学の素養を持ったアグリエンジニアの人材
養成の必要性を結論

・ 専攻科の学科横断授業（プロジェクト実
験）で「自動水耕栽培装置」を製作

・ アグリエンジニアリング教育の授業教科書・
実験書・見学先等の検討(シラバス作成、教
材等執筆依頼、講師の選定)

・ 現行教育カリキュラムの見直し
・ 農学に主体を置いた新規導入科目の実施内
容や方法の検討

・ 既存の専門科目において農業への実用事例
など積極的な実践的導入

・ 全国高専に展開するための授業配信システ
ム構築の検討

・アグリエンジニアリング教育横糸授業の完
全実施
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機械系 電気系 情報系 土木系

アグリビジネス、農工連携研究
工学的な経営視点、システムデザインの修得

農学概論、農工連携実習
いきものを扱うセンス、生産のむずかしさを学ぶ

生物学講義、植物工場実例見学
モチベーションの醸成

横糸教育 農工連携科目

「喜び：生命の大切さを実感」
「希望：将来の活躍の場の拡大」学生にとっての「いきものづくり」

http://maho68.jp/2014/09/21/%e5%ae%ae%e5%9f%8e%e3%81%ae%e3%83%8f%e3%82%a4%e3%83%86%e3%82%af%e8%be%b2%e6%a5%ad%e3%81%8c%e5%87%84%e3%81%99%e3%81%8e%e3%82%8b-%e8%bf%91%e6%9c%aa%e6%9d%a5%e7%9a%84%e3%81%aaled%e3%83%ac%e3%82%bf/
http://maho68.jp/2014/09/21/%e5%ae%ae%e5%9f%8e%e3%81%ae%e3%83%8f%e3%82%a4%e3%83%86%e3%82%af%e8%be%b2%e6%a5%ad%e3%81%8c%e5%87%84%e3%81%99%e3%81%8e%e3%82%8b-%e8%bf%91%e6%9c%aa%e6%9d%a5%e7%9a%84%e3%81%aaled%e3%83%ac%e3%82%bf/
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